


ナ
カ
ガ
ワ
の
ナ
カ
ガ
ワ
と

ソ
ト
ガ
ワ
の
ワ
タ
シ

「
海
を
見
に
行
こ
う
」

ナ
カ
ガ
ワ
は
、
ク
ル
マ
を
ぐ
ん
ぐ
ん
走
ら
せ
た
。

ワ
タ
シ
を
連
れ
て
山
へ
。

そ
れ
は
か
る
い
登
山
だ
っ
た
。

山
頂
で
ナ
カ
ガ
ワ
は
指
を
差
し
た
。

「
あ
っ
ち
は
日
本
海
。
あ
っ
ち
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
」

息
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
、
ワ
タ
シ
は
見
渡
し
た
。

な
る
ほ
ど
、
北
海
道
の
先
っ
ち
ょ
だ
か
ら

両
方
の
海
が
見
え
る
の
か
。

「
こ
の
山
の
名
前
は
パ
ン
ケ
山
。
ア
イ
ヌ
語
ら
し
い
よ
」

「
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」

「
知
ら
な
い
」

ナ
カ
ガ
ワ
の
横
顔
の
向
こ
う
に
、
利
尻
富
士
が
見
え
た
。



限
界

「
め
ず
ら
し
い
花
ね
」

私
が
視
線
を
落
と
す
と
、
ナ
カ
ガ
ワ
が
教
え
て
く
れ
た
。

「
そ
れ
、
高
山
植
物
だ
よ
。

緯
度
が
高
す
ぎ
て
さ
、
あ
ち
こ
ち
に
咲
い
て
る
ん
だ
」

北
緯
44
度
の
ま
ち
に
は
、
花
鑑
賞
目
的
の
観
光
客
も
来
る
。

低
地
で
見
る
高
山
植
物
と
は
、
な
か
な
か
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
。

「
も
う
ひ
と
つ
限
界
が
あ
っ
て
さ
。
畑
作
の
限
界
で
も
あ
る
ん
だ
よ
。

寒
す
ぎ
て
、
つ
く
れ
る
野
菜
の
品
種
も
限
ら
れ
て
る
。

そ
の
分
、
こ
こ
ら
で
は
放
牧
牛
が
、
の
び
の
び
し
て
る
ん
だ
」

な
る
ほ
ど
た
し
か
に
、
牛
は
暑
さ
に
弱
い
。
つ
ま
り
寒
さ
に
強
い
。

「
限
界
。
っ
て
い
い
響
き
だ
ね
」

ワ
タ
シ
の
不
意
の
言
葉
は
ま
る
で
、

都
会
で
の
暮
ら
し
に
限
界
の
O
L
の
よ
う
だ
っ
た
。



林
業

「
北
海
道
の
た
い
て
い
の
森
で
は
、

天
然
の
木
を
伐
採
し
て
、
針
葉
樹
ば
か
り
植
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。

エ
ゾ
マ
ツ
と
か
ト
ド
マ
ツ
な
ん
て
高
く
売
れ
た
し
ね
。

で
も
、
中
川
町
の
場
合
は
、
い
い
意
味
で
昔
の
ま
ん
ま
の
森
が
多
い
。

地
形
が
複
雑
で
、
ほ
か
の
地
域
よ
り
も
伐
採
し
に
く
か
っ
た
か
ら
」

だ
か
ら
質
の
い
い
広
葉
樹
が
豊
か
に
残
り
、

こ
の
ま
ち
で
は
、
酪
農
と
並
ん
で
、
林
業
も
基
幹
産
業
だ
。

時
代
も
、
森
林
の
再
生
力
に
注
目
し
は
じ
め
て
い
る
。

「
き
こ
り
祭
、
盛
り
上
が
る
ん
だ
ぜ
。

真
冬
の
く
っ
そ
寒
い
中
、
丸
太
引
っ
張
っ
て
レ
ー
ス
し
た
り
、

イ
ケ
メ
ン
木
こ
り
を
決
め
た
り
す
る
。
ガ
チ
ン
コ
で
ね
」

「
へ
ー
、
じ
ゃ
あ
、
ま
た
来
よ
う
か
な
。
く
っ
そ
寒
い
時
に
」

「
マ
イ
ナ
ス
20
度
。
耐
え
ら
れ
る
？
」

ワ
タ
シ
は
前
言
撤
回
し
よ
う
と
し
た
が
、
不
思
議
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。



天て
し
お
が
わ

塩
川

そ
れ
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
流
氷
」
だ
。

全
面
が
凍
り
つ
く
天
塩
川
が
、
春
を
前
に
し
て
動
き
出
す
。

巨
大
な
氷
が
割
れ
、
競
う
よ
う
に
し
て
、
川
を
流
れ
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
よ
り
も
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、

見
る
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。

ナ
カ
ガ
ワ
の
夏
の
趣
味
は
、
天
塩
川
で
の
カ
ヌ
ー
だ
。

「
日
本
一
長
い
コ
ー
ス
な
ん
だ
ぜ
」

ナ
カ
ガ
ワ
は
し
き
り
に
自
慢
す
る
が
、
ワ
タ
シ
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。

名
寄
か
ら
河
口
ま
で
150
㎞
の
間
、
堰
や
ダ
ム
が
な
く
、

延
々
と
川
下
り
が
楽
し
め
る
カ
ヌ
ー
フ
ァ
ン
の
メ
ッ
カ
だ
と
い
う
。

穏
や
か
な
夏
の
川
面
。
今
は
ま
だ
想
像
も
つ
か
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
カ
ヌ
ー
で
下
っ
た
あ
と
は
、

み
な
さ
ん
、
ど
う
や
っ
て
元
の
地
点
に
戻
る
ん
だ
ろ
う
。

こ
れ
も
想
像
が
つ
か
な
い
。



「
こ
ち
ら
、
斎
藤
さ
ん
。

仙
台
か
ら
移
住
し
て
き
た
。
木
工
…
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
っ
て
い
う
の
？
」

「
木
工
作
家
で
す
。
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
す
。

木
の
そ
ば
で
働
き
た
く
て
、
こ
の
町
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
」

斎
藤
さ
ん
は
、
中
川
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

浅
紅
色
の
夕
焼
け
、
新
月
の
星
空
の
美
し
い
こ
と
だ
と
か
、

毎
日
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
の
が
幸
せ
だ
と
か
。

き
ら
き
ら
し
て
る
。
き
ら
き
ら
し
て
る
よ
、
斎
藤
さ
ん
。

働
く
女
性
は
美
し
い
と
い
う
が
、
ま
さ
に
。

「
歌
人
・
斎
藤
茂
吉
の
お
兄
さ
ん
も
、
こ
の
町
に
住
ん
で
た
ん
で
す
っ
て
」
い
き
な
り
の
豆
知
識
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
斎
藤
さ
ん
の
親
戚
で
も
な
ん
で
も
な
い
。

「
斎
藤
さ
ん
は
若
い
移
住
者
と
し
て
、
町
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
る
ん
だ
」

ま
さ
か
、
ナ
カ
ガ
ワ
は
、
ワ
タ
シ
に
も
移
住
を
促
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
え
ば
、
酪
農
業
も
若
い
人
の
新
規
就
農
が
さ
か
ん
だ
と
聞
い
た
。

移
住
歓
迎



「
中
川
町
の
化
石
は
、
保
存
状
態
が
い
い
。
つ
ま
り
、
き
れ
い
。

い
つ
か
肉
食
恐
竜
を
発
見
し
て
、

仕
事
は
せ
ず
、
発
掘
に
没
頭
し
た
い
な
あ
。
3
年
間
く
ら
い
。

世
界
中
の
化
石
ハ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
拠
点
に
す
る
の
が
夢
で
す
」

こ
の
男
も
、
熱
い
の
だ
。

化
石
が
好
き
す
ぎ
て
札
幌
か
ら
移
住
し
て
き
た
疋ひ

き
だ田

さ
ん
。

中
川
町
で
化
石
の
博
物
館
が
で
き
る
計
画
が
あ
る
か
ら
受
け
て
み
ろ
と

大
学
院
の
教
官
に
背
中
を
押
さ
れ
た
。

当
時
、
学
生
結
婚
し
て
い
た
奥
さ
ん
も
一
緒
に
来
て
く
れ
た
。

ナ
カ
ガ
ワ
が
、
疋
田
さ
ん
に
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
お
す
そ
分
け
を
渡
す
と
、

お
返
し
に
、
行
者
に
ん
に
く
を
く
れ
た
。

今
朝
、
山
で
採
っ
た
も
の
だ
。

発
掘
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
山
菜
摘
み
も

似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

マ
ニ
ア



化
石「異常巻」や真珠のように輝くものもある。

全国で「アンモナイトのまち」といえば中川町が連想される。

ま
さ
か
の
2
ペ
ー
ジ
連
続
、
化
石
推
し
で
あ
る
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
は
、

廃
校
を
利
用
し
た
博
物
館
だ
。

こ
こ
で
は
、
中
川
町
で
発
見
さ
れ
た

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
化
石
に
会
え
る
。

も
れ
な
く
、
前
述
の
疋
田
さ
ん
に
も
会
え
る
だ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
で
数
少
な
い
宿
泊
施
設
も
つ
い
て
い
る
。

研
究
者
が
全
国
か
ら
集
ま
る
日
は
、

夜
な
夜
な
化
石
談
義
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

「
こ
こ
ら
へ
ん
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
色
が
白
く
て
美
人
な
ん
だ
っ
て
。

化
石
じ
ゃ
な
く
、
フ
ツ
ウ
に
美
人
を
み
つ
け
た
い
も
ん
だ
」

ナ
カ
ガ
ワ
、
失
礼
な
男
で
あ
る
。



レ
ス
ト
ラ
ン

「
な
ん
も
な
い
町
だ
べ
」

「
せ
め
て
海
に
面
し
て
り
ゃ
、
タ
コ
で
も
ホ
タ
テ
で
も
売
れ
ん
の
に
な
」

隣
の
テ
ー
ブ
ル
の
会
話
が
気
に
な
っ
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
！

た
し
か
に
小
さ
な
町
だ
け
ど
、
何
も
な
い
町
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

高
山
植
物
も
、
幻
の
魚
も
、
化
石
も
、
カ
ヌ
ー
も
、
イ
ケ
メ
ン
も
、

好
き
な
人
に
は
ハ
マ
る
。

万
人
受
け
よ
り
、
よ
っ
ぽ
ど
い
い
じ
ゃ
な
い
。

な
に
よ
り
、
こ
の
町
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
」

ワ
タ
シ
は
、
中
川
町
の
魅
力
を
語
る
妄
想
を
膨
ら
ま
せ
た
。

今
日
も
お
昼
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
さ
さ
き
。

い
つ
も
最
高
に
美
味
し
い
ポ
ー
ク
チ
ャ
ッ
プ
。

で
も
、
あ
ん
な
会
話
を
聞
い
た
日
は
、
味
が
イ
マ
イ
チ
脳
に
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

ナ
カ
ガ
ワ
は
お
気
に
入
り
の
チ
キ
ン
の
照
り
焼
き
。

二
週
に
一
度
は
こ
れ
だ
。

薦められるがままに食べたらハマった、
レストランささきのポークチャップ。



ワ
タ
シ
が
滞
在
中
に
食
べ
た
も
の
を
列
記
す
る
。

道
の
駅
な
か
が
わ
の
ス
タ
ミ
ナ
焼
き
カ
ツ
カ
レ
ー
。

道
の
駅
な
か
が
わ
の
ス
タ
ミ
ナ
し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ン
。

十と
う
い
ち一

の
豚
丼
。

十
一
の
レ
バ
ー
串
。

中
華
料
理
鰭き

り
ゅ
う龍

の
イ
タ
リ
ア
ン
麻
婆
丼
。

中
華
料
理
鰭
龍
の
酢
豚
。

そ
の
他
、
撮
り
忘
れ
た
も
の
、
多
数
。

思
い
出
は
、
胃
袋
の
み
ぞ
知
る
。

が
っ
つ
り
系

道北を代表する料理店、中華料理
「味道家 鰭龍」のマスター梅津陽佑。
横浜中華街・大阪での修行を経て、
地元 中川町にて店を構えた。



行
事

念
願
叶
っ
て
、
き
こ
り
祭
に
来
た
。

鼻
に
冷
気
が
つ
ん
と
く
る
、
く
っ
そ
寒
い
日
だ
。

木
こ
り
た
ち
の
吐
く
息
が
真
っ
白
な
、
く
っ
そ
寒
い
日
。

イ
ケ
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
。

ワ
タ
シ
の
推
し
メ
ン
は
最
下
位
だ
っ
た
。

「
見
る
目
ね
え
な
あ
」

そ
う
い
う
ナ
カ
ガ
ワ
は
い
つ
か
、

美
人
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
い
ら
し
い
。

人
間
の
か
、
化
石
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

ワ
タ
シ
は
思
っ
た
。

ナ
カ
ガ
ワ
と
は
、
長
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
だ
。

土
産

み
ん
な
か
ら
聞
い
た
、

中
川
町
の
オ
ス
ス
メ
土
産
の
メ
モ
も
列
記
。

ナ
カ
ガ
ワ
の
ナ
カ
ガ
ワ
シ
リ
ー
ズ
。

中
が
よ
く
見
え
な
い
。

「
来
て
み
な
き
ゃ
わ
か
ん
な
い
よ
」
っ
て
こ
と
ら
し
い
。

結
局
、
ダ
ジ
ャ
レ
じ
ゃ
ん
。

サ
イ
ダ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
が
あ
る
。

他
に
は
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
ワ
イ
ン
、
十
一
の
豚
丼
の
た
れ
、

焼
肉
の
た
れ
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
、

行
者
に
ん
に
く
パ
ウ
ダ
ー
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

行
者
に
ん
に
く
ソ
ー
セ
ー
ジ
…

意
外
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

に
し
て
も
、
薪
っ
て
お
土
産
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

ハスカップサイダー

ハスカップワイン居酒屋十一
豚丼のたれ

焼肉のたれ
行者にんにく

行者にんにく
パウダー

ハスカップ
ジャム

ソーセージ
ハスカップ＆チーズ

ソーセージ
行者にんにく

エゾネギラーメン薪

主
な
イ
ベ
ン
ト

き
こ
り
祭
（
2
月
中
旬
）

天
塩
川
春
・
発
信
in
な
か
が
わ
（
2
月
）

春
山
森
林
浴
（
4
月
上
旬
）

斎
藤
茂
吉
記
念

短
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
６
月
～
7
月
）

天
塩
川
de
水
切
り
北
海
道
大
会
（
7
月
中
旬
）

中
川
ま
つ
り
（
8
月
2
日
～
4
日
）

北
海
道
丸
太
押
し
相
撲
大
会
（
9
月
中
旬
）

な
か
が
わ
秋
味
ま
つ
り
（
9
月
中
旬
）

森
の
散
歩
と
薪
の
ご
ち
そ
う
（
10
月
上
旬
）



発
行
／
2
0
1
5
年
3
月

発
行
者
／
中
川
町
役
場

出
演

吉
田
武
志
（
木
こ
り
）

斎
藤
綾
子
（
木
工
作
家
）

疋
田
吉
識
（
博
士
／
地
球
環
境
科
学
）

梅
津
陽
佑
（
味
道
家 

鰭
龍
）

下
村
章
浩
（
中
川
町
産
業
振
興
課
）

撮
影
協
力

北
大
中
川
研
究
林

レ
ス
ト
ラ
ン 

さ
さ
き

道
の
駅
な
か
が
わ

居
酒
屋 

十
一

味
道
家 

鰭
龍

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
カ
ギ
カ
ッ
コ

デ
ザ
イ
ン
／
ゲ
ン
マ
マ
コ
ト
（
カ
ギ
カ
ッ
コ
）

文
／
池
端
宏
介
（
イ
ン
プ
ロ
バ
イ
ド
）

写
真
／
越
田
明
浩
（
プ
ラ
ス
＋
）

＊
こ
の
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、

　

場
所
、
登
場
人
物
は
本
物
で
す

ワ
タ
シ
が
は
じ
め
て
こ
の
町
へ
来
た
日
の
日
記
。

無
人
駅
に
焦
る
。

札
幌
発
の
特
急
ス
ー
パ
ー
宗
谷
。

11
時
26
分 

天
塩
中
川
駅
で
下
車
。

こ
の
駅
は
特
急
が
停
ま
る
の
に
、
駅
員
さ
ん
が
い
な
い
。

知
っ
て
い
れ
ば
何
て
こ
と
な
い
が
、

は
じ
め
て
の
人
に
は
、
な
か
な
か
ス
リ
リ
ン
グ
だ
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 

ナ
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

利
用
期
間 

6
月
～
10
月
第
1
日
曜
日

中
川
町
字
中
川

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
6
8
0

公
共
温
泉
施
設 

ポ
ン
ピ
ラ 

ア
ク
ア 

リ
ズ
イ
ン
グ

中
川
町
字
中
川
4
3
9
―
1

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
4
0
0

栄
屋
旅
館

中
川
町
字
中
川
3
0
6

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
0
0
6

岡
民
宿

中
川
町
字
中
川

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
2
4
1

森
林
公
園
ロ
グ
ハ
ウ
ス

利
用
期
間 

6
～
10
月　

中
川
町
字
中
川

電
話（
0
1
6
5
6
）7
―
2
8
1
6（
役
場 

産
業
振
興
室
）

平
和
ハ
イ
ヤ
ー

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
1
1

居
酒
屋 

き
ま
ま

営
業
時
間 

18
時
～
24
時　

定
休
日 

不
定
休

中
川
町
字
中
川

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
1
6
6

居
酒
屋 

十
一

営
業
時
間 

18
時
30
分
～
23
時　

定
休
日 

日
曜
日

中
川
町
字
中
川

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
4
4
9

ス
ナ
ッ
ク 

東

営
業
時
間 

18
時
30
分
～
24
時　

定
休
日 

不
定
休

中
川
町
字
中
川
2
3
6

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
3
0
3

ス
ナ
ッ
ク 

ぽ
ん
太

営
業
時
間 

19
時
～
24
時　

定
休
日 

不
定
休

中
川
町
字
中
川
（
駅
前
通
り
）

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
3
3
7

ス
ナ
ッ
ク 

や
す
ら
ぎ

営
業
時
間 

19
時
～
24
時　

定
休
日 

日
曜
日

中
川
町
字
中
川
3
6
9

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
3
7
6
6

ラ
ウ
ン
ジ 

す
み
れ

営
業
時
間 

19
時
～
24
時　

定
休
日 

不
定
休

中
川
町
字
中
川
3
5
7

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
2
5

居
酒
屋 

姿

営
業
時
間 

18
時
～
23
時　

定
休
日 

不
定
休

中
川
町
字
佐
久

電
話
（
0
1
6
5
6
）
8
―
5
0
5
2

中
川
町
商
工
会

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
1
7

中
川
町
観
光
協
会

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
1
7

匠
舎
（
道
の
駅
な
か
が
わ
内
レ
ス
ト
ラ
ン
）

営
業
時
間 

11
時
～
14
時

定
休
日 

年
末
年
始　

中
川
町
字
誉
4
9
8
―
1

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
6
8
3

ポ
ン
ピ
ラ 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

営
業
時
間 

9
時
～
19
時
30
分

定
休
日 

月
曜
日　

中
川
町
字
誉
2

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
4
1
8

味
道
家 
鰭
龍

営
業
時
間 
18
時
～
22
時
（
L
O 

21
時
30
分
）

定
休
日 

不
定
休
（
基
本
的
に
土
・
日
・
祝
は
営
業
）

中
川
町
字
中
川
3
0
6
―
2

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
0
0
2

レ
ス
ト
ラ
ン 

さ
さ
き

営
業
時
間 

12
時
～
14
時
、
18
時
～
22
時

定
休
日 

日
曜
日　

中
川
町
字
中
川
3
8
9
―
1

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
7
8

W
E
L
L 

B
E
（
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
内
）

営
業
時
間 

11
時
～
13
時
30
分
、
17
時
～
20
時
30
分

年
中
無
休　

中
川
町
字
中
川
4
3
9
―
1

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
4
0
0

道
の
駅
な
か
が
わ

営
業
時
間 

9
時
～
17
時

休
館
日 

年
末
年
始
（
12
／
30
～
1
／
4
）

中
川
町
字
誉
4
9
8
―
1

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
6
8
3

と
ら
や 

菓
子
司

営
業
時
間 

8
時
～
19
時

定
休
日 

不
定
休　

中
川
町
字
中
川
3
2
5

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
1
2
2

ふ
だ
ん
ぎ
（
雑
貨
）

営
業
時
間 

11
時
～
18
時
30
分

定
休
日 

不
定
休　

中
川
町
字
中
川

電
話
（
0
1
6
5
6
）
7
―
2
2
3
1

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

エ
コ
ー
ル
な
か
が
わ

自
然
誌
博
物
館
観
覧
料 

一
般
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
団
体
割
引
あ
り
）

開
館
時
間 

9
時
30
分
～
16
時
30
分

休
館
日 

月
曜
日
（
月
曜
日
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

中
川
町
字
安
川
28
―
9

電
話
（
0
1
6
5
6
）
8
―
5
1
3
3

＊
11
月
〜
4
月
は
休
館
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宿
泊
施
設

タ
ク
シ
ー

居
酒
屋
・
ス
ナ
ッ
ク

飲
食
店

お
買
い
物

町
の
リ
ス
ト

中川町公式ホームページ▷ http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/
なかがわの森ホームページ▷ http://nakagawanomori.info/

稚内市

旭川市

中川町

札幌市




